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テ
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レ
ン
ダ
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令和8年8月15日 

(土曜日) 

裏面もご覧ください 

藤井 多美子 さん 作 

 

17
日
（
月
）
子
ど
も
講
座
谷
っ
子
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 

「
デ
ィ
ス
コ
ン
や
ろ
う
ぜ
」 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

19
日
（
水
）
市
民
講
座 

 
 
 
 
 

「
小
倉
織
で
が
ま
口
作
り
」 

 
 
 
 
 

サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

24
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 

 
 
 
 
 

稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

27
日
（
木
）
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

29
日
（
土
）
第
二
回 

 
 
 
 
 
 

文
化
祭
実
行
委
員
会 

31
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 

2
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い 

4
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

5
日
（
土
）
子
ど
も
講
座
谷
っ
子
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 

「
紙
飛
行
機
学
校
」 

7
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
）

9
日
（
水
）
い
ち
ま
る
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

12
日
（
土
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

14
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

8
月 

絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

8
月
28
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

9

月

8

月

の

絵

手

紙 

 

令

和

８

年

７

月

11

日

（
土
）
、
牡
鹿
鍾
乳
洞
成
田
不

動
尊
に
お
い
て
「
登
山
者
安
全

祈
願
祭
」
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
小
倉
南
区
役
所
、
小
倉
南

消
防
署
、
東
谷
企
業
、
町
内
会

長
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
の
皆

様
、
総
勢
33
名
の
方
々
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
多
用

の
中
、
ま
た
猛
暑
の
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
ご
参
加
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
本
年
も
昨
年
に
引
き

続
き
、
東
谷
の
二
大
祭
り
を
２

日
間
連
続
で
開
催
い
た
し
ま

 

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

東
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
各
種
活
動
へ
ご
理
解
並
び
に

ご
協
力
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

今
年
も
東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
催
時
期
が
近
づ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
９
月

26
日
（
土
）
が
第
13
回
東
谷

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
９
月

27

日
（
日
）
が
第

75

回
平
尾
台

観
光
祭
の
開
催
日
と
な
っ
て
い

ま
す
（
昨
年
は
初
日
が
平
尾
台

観
光
祭
、
二
日
目
が
東
谷
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
し
た
）
。 

 

東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
行

事
内
容
と
し
て
は
、
第
62
回

東
谷
地
区
文
化
祭
、
第
24
回

東
谷
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
、
東
谷
フ
ェ
ス
タ
バ
ザ
ー

（
マ
ル
シ
ェ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
子
ど
も
縁
日
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
等
を
予
定
）
、
そ
の
他
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
昨
年
好
評
だ
っ

た
「
新
米
盛
り
放
題
」
「
福
引

大
抽
選
会
」
も
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
東
谷
中
学

校
が
80
周
年
・
新
道
寺
小
学

す
。
９
月
27
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
る
観
光
ま
つ
り
で
は
、
地

元
小
学
生
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ソ
ー

ラ
ン
を
皮
切
り
に
、
小
倉
城
武

将
隊
、
小
倉
祇
園
太
鼓
、
木
遣

り
唄
、
小
倉
南
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど
、
多
彩

な
催
し
を
予
定
し
て
お
り
、
現

在
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
恒
例
の
観
光

ま
つ
り
花
火
で
、
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

な
お
、
本
年
は
新
道
寺
小
学

校
創
立
１
５
０
周
年
、
東
谷
中

学
校
創
立
80
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
両
校
の
歩
み
を
祝
う
「
メ

モ
リ
ア
ル
花
火
」
も
東
谷
の
夜

空
を
彩
り
、
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
こ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い

平尾台観光協会 
会 長 

梛野 保博 

東谷フェスティバル 
実行委員会事務局 

蜷川 新 

校
が
１
５
０
年
と
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
メ
モ
リ
ア
ル
花
火
を

実
施
す
る
予
定
で
す
（
花
火
は

27
日
の
予
定
）
。
こ
の
メ
モ
リ

ア
ル
花
火
は
１
口
１
０
０
０
円

の
個
人
花
火
オ
ー
ナ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
１
口
に
つ
き
福
引
抽

選
券
１
枚
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
の
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

開
催
時
期
は
ま
だ
暑
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
お
誘

い
の
上
今
年
も
東
谷
地
区
で
の

イ
ベ
ン
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。 

８
月
22
日
（
土
） 

場
所 

大
泉
寺
（
呼
野
） 

19：30～ 
   供養祭 仏事 
20：00～ 
   供養踊り 
21：00～  
   花火饗宴会 

・キッズソーラン 
・小倉城武将隊 
・小倉祇園太鼓 

★ステージイベント （14；00～） 

・木遣り唄 
・小倉南高校吹奏楽部演奏 
・主催者セレモニー （18：00～） 
・ベリーダンス 

 

★あきはなび 

（場所：東谷興農会） 

主催：平尾台観光協会 

★総踊り （19；30～） 

キッチンカー

も来るよ！ 

★地元バザー 

その他、楽しいイベント 

企画中！遊びに来てね。 

 

★第６２回 東谷地区文化祭 
♦展示の部    

    ９月２６日（土）  （10：00～17：00） 

 ２７日（日）  （10：00～15：00） 

♦ステージ発表の部 

    ９月２６日（土）のみ （11：00～15：30） 

・マルシェ      

・ワークショップ 

・子ども縁日  

キッチンカーの 
販売もあるよ 

（場所：東谷興農会 野外ステージ） 12：00～ 

主催：東谷フェスティバル実行委員会 

★東谷フェスタバザー 
（場所：東谷興農会） 

 ★福引大抽選会 
★新米盛り放題！ 

・地元バザー 

 
いろんなお店が
出店予定。 
お楽しみに！ 

今年は、新道寺小学校150周年、東谷中学校80周年にあたり、メモ

リアル花火を打ち上げます。皆さまにご協力いただき、盛大な花火を

上げてみんなでお祝いしましょう！ 

協賛いただいた方には、後日抽選券付きのチラシをお渡しします。 

★第24回         
東谷チャリティーコンサート 

（15；30～） 

（11；00～） 

※詳細は後日配布の

チラシをご覧くださ

い。時間・内容は変

更になる場合もあり

ます。 

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
本
年
の
祭
り
の
開

催
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
協

賛
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
企

業
・
団
体
な
ら
び
に
関
係
者
の

皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
の
お
か
げ
で
、
本
年
も
東
谷

の
祭
り
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と

を
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

あ
と
１
ヶ
月
半
で
準
備
万
端

整
え
地
域
を
盛
り
上
げ
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！  

※詳細は後日配布のチラシをご覧

ください。時間・内容は変更にな

る場合もあります。 

（19：00～） 
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登山者安全祈願祭の様子 
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東大野八幡神社 

   夏越祭 

７９番札所 

横山 圓通寺  
数年前に地区

の方々によっ

て新しいお堂

に建て替えら

れました。 

  
 

 健康づくり部会の絵手紙部は、東谷地区の七十五

歳以上の高齢者の皆さんへ、敬老の日と年賀状をお

届けする活動を始めて20年になります。お届けす

る側だったボランティアの私達も、16名の仲間の

うち3分の2以上がいつしか自分達も受取る側の年

令に達しました。この活動もいつまで続けることが

出来るやら…と少々心細く思っていた今年の初め

「絵手紙をやってみたい」という声が数人の方から

寄せられました。それならば私達の普段の活動の見

健康づくり部会 
絵手紙部 
渡邊 博子 

学というより、実際に絵手紙の体験教室をやってみようかと相談が

まとまり、四月に「初心者の為の絵手紙体験教室」を開催しまし

た。何より意外だったのは、この体験教室をやってみようかと仲間

の皆さんに相談したところ、皆さんの反応がとても好意的で前向き

だったことでした。 

 私達の教室に先生はいません。日頃は本を参考にしたりお互いの

絵手紙を見せ合うことで、お互いが先生の役割りをしています。年

に二度だけ、講師をお招きして自分達の勉強会をやっています。 

 その日の絵手紙体験教室に参加されたのは、６名の初心者の方で

した。一緒に絵手紙を描いていく２時間という枠の中で、私達も自

分達の初心者の頃を思い出し、懐かしく心弾むひと時となりまし

た。その中のお一人、８０才の方はその後も熱心に私達の活動に参

加されています。私達の絵手紙を見て「絵手紙を描いてみたい」と

思ってくださる方がおられたことに、とても感動しました。そし

て、新しい仲間が増えたことが刺激となり、まだまだ頑張ろう！と

いう予期していなかったやる気まで貰いました。これが私達にとっ

て大きな収穫でした。 
「人生まだまだこれからが勝負。年は取っても年寄りにはならな
い」そんな気概のある高齢者の皆さん、一緒に気軽に絵手紙を楽し
みませんか。体験したい方、いつでも参加大歓迎です。市民セン
ター宛お問い合わせください。  

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

 ７月１８日（土）にR８年度第二回東谷歴史講座を開催しました。今年度は東

谷各町内に点在するお遍路霊場、二市一郡新四国霊場のお堂を紹介していま

す。先月第一回目で母原のお堂を紹介し、今月は木下のお堂です。 

 講座では、東谷のお堂の紹介の前に東谷の霊場も含む二市一郡新四国霊場

の発足のいきさつから説明しました。新四国霊場と言うのは本四国お遍路に

行きたくても遠方のため行けない人々が特に明治以降、全国各地の身近な場

所に本四国霊場の写し霊場（本四国霊場のコピー）を定めたもので、今でも全

国で６００ヵ所以上あると云われております。二市一郡（旧門司市、旧小倉市、

企救郡のこと）新四国霊場は明治２５年に旧企救郡の真言宗のご信者が寺町

（現在の米町、野村證券のある場所）の地蔵院に集まり新四国霊場開設の協

議を開き、翌明治２６年３月に本四国より土砂引きをして始まりました。城野

の光明寺を本部として平成２５年までまとまったお遍路活動がありましたが、

現在は行われておりませんが、各地に残るお堂は寺院の付属のお堂として、

また町内会のお世話や、場合によっては個人の方がお世話されているところ

もありますが、廃堂になったお堂（霊場）も多々あります。二市一郡以外にも

身近なところでは皿倉山を中心にした帆柱新四国霊場や若松区の島郷新四

国霊場や笹栗新四国霊場等があり、特に笹栗新四国霊場は今も盛んに巡礼

などの活動が行われています。残念ながら二市一郡新四国霊場は廃堂になっ

た場所も多く全体としては衰退していますが、東谷をふくむ三谷地区では廃

堂になった場所も少なく現在も維持されているお堂が多いです。今月は木下

町内のお堂を４ヵ所紹介しました。 

 次回の開催は未定ですが開催時は東谷まちづくり協議会広報誌（ひがした

に）の郷土資料館便りでご案内いたします。ご興味のある方は、０９０―８６０

４―４５４４西田までスマホ（携帯）でご連絡いただければ、次回開催時に

ショートメールでご案内できます。 

２２番奥の院 

西 阿弥陀堂 
 

木下（本村） 

番外 不動院  
木下本村の旧３

２２号線西側の

小高い場所にあ

る共同墓地内に

あります。 

木下（亀の甲）個人宅  

番外観音堂  
 7月12日（日）、小倉南区役所主催

のディスコン大会が曽根体育館で開催

され、東谷地区から4チームが参加し

ました。全24チームで熱戦が繰り広げ

られる中、市丸校区の東谷一心会A

チームが決勝まで勝ち上がり大健闘！

準優勝に輝きました。おめでとうござ

います。 

 秋に行われる北九州大会に出場され

るそうです。優勝目指して頑張ってく

ださい。また、ディスコン大会に参加

された地域の皆さま、お疲れ様でし

た。 

7月19日(日）、無病息災を祈願し、天疫神社の社殿で

祝詞が奏上される中、外の土俵では小学生の子どもたち

による『子ども相撲』が奉納されました。 

男の子も女の子も回しをつけ、相撲をとり、周りの大人

たちも「がんばれ！」と声援を送ります。三役（大関・関脇・

小結）が決まると四股を踏んで

土俵入りです。三役には、竹で

作った手作りの弓や矢などがそ

れぞれに授与されました。 

大関 小結 

茅の輪くぐり 

東谷中学北隣の旧３２２号線沿いにあります。 

市丸との境の旧３２２号線の道沿いにある個人宅のお

堂です。珍しい木製の馬頭観音像がご本尊です。 

 ８月１日、呼野お糸池で絶滅危惧種水草、ガシャモクの観察会が行われ

ました。ガシャモク観察会は、2015年より始まり、今年で11回ですが、来年

度よりお糸池の漏水対策で堤体改修工事が始まり令和11年度完工ですの

で、今回が節目で、再開は5年以上先になるのではと思っています。 

 昨年、火災で、ログハウス資料館、ボート、ボートデッキが焼失いたしまし

たので、今年の観察会は池周囲からの双眼鏡での見学会を計画していまし

た。ところが、7月中旬に市丸の村上二男氏からボート寄贈の申し入れがあ

りました。関係者一同おおいに喜び、感謝し大急ぎでボート乗り場を制作

し、準備し当日を迎えました。8歳から76歳の方々21名が参加され、暑い

中、熱心に湖面ボートに乗って観察を楽しまれました。 

関脇 
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